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学 校 だ よ り 第１号

～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

さあ！行動の年に！
校 長 近藤 啓太

４月７日に新入生 36名を迎え、令和５年度がスタートしました。現在生徒数は 113名です。
前校長の山本修先生は、令和４年度学校だよりの第１号を次のように結びました。

－南砂中学校は生徒が自ら作っていく学校です。今年度も「どんな学校にしたいのか」考えて欲しいと思

います。もし「楽しい学校」にするとしたら、どうすれば良いのか。－

一年間の学校生活の中で、生徒はどう変わり、生徒一人一人にとってどんな学校になったで

しょう？この問いに、２，３年生はどう回答するでしょうか？

さて、今年度の学校経営のスローガンを「ともに創造する（つくる）」にいたします。この３年

間、子ども時代の貴重な時間において、「三密を防ぐ」という標語の下、どれだけ子ども達に

我慢や忍耐を課してきたことでしょう。生活スタイルや意識が変わり、学校生活も変わらざる

を得ないことが多々ありました。幼稚園や小学校との連携や、地域との交流もほとんどが中止

となりました。この期間、単独または少数単位での活動ばかりが続きました。

まだまだ感染症対策は必要ではありますが、令和５年度は「連携性」を高める年になるはず

です。生徒一人一人が、「南砂中学校に入学してよかった」と思える学校にするために、生徒

と生徒がともに、生徒と教師がともに、学校と家庭・地域がともに、力を合わせて創造するこ

とが、今こそ必要だと思っています。行事をつくる。クラスをつくる。部活動、生徒会、いろ

いろな場面での学校生活を協力してつくり上げること、生徒一人一人が輝ける場をつくること

に、ともに取り組んでいきましょう。

地域でのボランティア活動への参加も可能な限り積極的にさせていきたいと考えています。

地域の皆様には、中学生の活躍の場を是非とも与えてください。

授業もともにつくるもの （入学式の「式辞」から）

． ． ．

授業も教師と生徒とがともに造り上げるものです。教師が一方的に説明をし、生徒は何とな

くわかったつもり、そんな一方通行では、学んだこともすぐに忘れてしまいます。自分の頭で

考え、発言し、友達の意見を聞き、また考える。そのことで知識は深まっていきます。授業も

「ともに」つくるものだということを忘れないでいてください。
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